
　 近 年 ， I o T 機 器 の 普 及 に よ る ビ ッ グ デ ー タ の 活 用

や C h a t G P T に 代 表 さ れ る A I の 進 化 に 伴 い ， 統 計

的 な も の の 見 方 ・ 考 え 方 を 育 成 ・ 習 得 す る こ と の 重

要 性 が ま す ま す 高 ま っ て い ま す 。

　 初 等 ・ 中 等 教 育 に お い て は 算 数 ・ 数 学 科 が そ の 役

割 の 中 心 を 担 っ て お り ， 学 習 指 導 要 領 で 定 め ら れ る

学 習 内 容 も 近 年 拡 大 さ れ て き て い ま す 。 そ こ で 本 稿

で は ， 小 学 校 ～ 高 等 学 校 の 算 数 ・ 数 学 科 で 学 習 す る

統 計 分 野 の 内 容 に つ い て ， 高 等 学 校 の 公 民 科 ・ 地 理

歴 史 科 の 先 生 方 に よ り 具 体 的 に イ メ ー ジ し て い た だ

く こ と を 目 的 と し て ， 解 説 い た し ま す 。

1  ． 統 計 的 手 法 の 大 枠

　 具 体 的 な 内 容 の 前 に ， 統 計 的 手 法 の 大 枠 を 簡 単 に

確 認 し ま す 。 統 計 的 手 法 の う ち 基 礎 的 な も の は ， 次

の 二 つ に 分 け る こ と が で き ま す 。

　 記 述 統 計 ：  得 ら れ た デ ー タ を 整 理 し 解 釈 し や す く

す る 手 法

　 推 測 統 計 ：  得 ら れ た デ ー タ か ら ， 背 後 に あ る さ ら

に 大 き な 集 団 の 状 況 を 推 測 す る 手 法

　 こ の 違 い を 意 識 す る こ と で ， こ れ か ら 解 説 す る 手

法 の 意 味 や 目 的 を 整 理 し や す く な り ま す 。

2  ． 算 数 ・ 数 学 科 で の 統 計 分 野 の 内 容 ― 総 論

　 現 行 の 学 習 指 導 要 領 下 で ， 算 数 ・ 数 学 科 で 学 習 す

る 主 な 内 容 は 以 下 の よ う に な り ま す （ 下 線 が 記 述 統

計 の 内 容 ， そ れ 以 外 が 推 測 統 計 の 内 容 で す ） 。

小 学 校 6 年 代 表 値 （ 平 均 値 ， 中 央 値 ， 最 頻 値 ）

中 学 校

1 年
度 数 分 布 表 ， ヒ ス ト グ ラ ム ， 相 対

度 数 ， 累 積 度 数

2 年 四 分 位 数 ・ 四 分 位 範 囲 ， 箱 ひ げ 図

3 年
標 本 調 査 ， 標 本 平 均 と 母 平 均 の 関

係

高 等 学 校

数 学 Ⅰ
分 散 ・ 標 準 偏 差 ， 散 布 図 ・ 相 関 係 数 ，

仮 説 検 定 の 考 え 方

数 学 Ｂ

確 率 変 数 ， 確 率 分 布 （ 二 項 分 布 ・

正 規 分 布 ） ， 標 本 調 査 ， 区 間 推 定 ，

仮 説 検 定

　 小 ・ 中 学 校 や 数 学 Ⅰ ま で は 記 述 統 計 が 中 心 で ， 学

年 が 進 む と 推 測 統 計 の 内 容 が 増 え ま す 。 一 般 的 に 推

測 統 計 の 方 が ， 必 要 と な る 確 率 ・ 統 計 の 知 識 が 幅 広

く ， そ の 分 難 度 も 高 く な り ま す 。 ま ず は 記 述 統 計 で

手 元 の デ ー タ を 整 理 ・ 解 釈 す る 力 を 身 に つ け ， そ の

上 で 推 測 統 計 を 用 い て デ ー タ の 背 後 に あ る 状 況 を 推

測 す る 力 を 養 う よ う 学 習 す る 流 れ に な っ て い ま す 。

3  ． 算 数 ・ 数 学 科 で の 統 計 分 野 の 内 容 ― 各 論

　 こ こ か ら は ， 2 ． で 挙 げ た 内 容 か ら ピ ッ ク ア ッ プ

し ， そ れ ら の 意 味 や 解 釈 の 注 意 点 を 解 説 し ま す 。

3  ．  0  ． 使 用 デ ー タ

　 今 回 は 架 空 の デ ー タ で ， あ る ク ラ ス の 生 徒 3 0 人 の

数 学 と 英 語 の テ ス ト の 点 数 を 使 用 し ま す 。

N o. 数 英 N o. 数 英 N o. 数 英

1 9 6 7 5 1 1 5 8 6 3 2 1 9 1 7 9

2 7 4 7 0 1 2 8 4 7 0 2 2 9 4 8 8

3 9 1 7 0 1 3 5 8 6 4 2 3 9 0 7 8

4 8 9 7 3 1 4 6 2 7 3 2 4 1 0 0 9 1

5 5 9 9 0 1 5 6 1 7 2 2 5 9 0 7 8

6 5 9 8 4 1 6 9 1 8 0 2 6 5 8 6 8

7 1 0 0 9 0 1 7 5 3 4 4 2 7 6 0 7 0

8 9 2 7 6 1 8 5 6 4 9 2 8 6 5 7 4

9 6 1 8 3 1 9 9 2 8 5 2 9 9 0 7 8

1 0 5 3 4 0 2 0 5 7 5 5 3 0 5 8 6 7

 単 位 ： 点 （ 1 0 0 点 満 点 と す る ）

3  ．  1  ． 代 表 値 （ 平 均 値 ・ 中 央 値 ・ 最 頻 値 ）

　 代 表 値 は 集 団 の 中 心 的 傾 向 を 示 す 値 で ， デ ー タ の

特 徴 を 単 一 の 値 で 要 約 し た も の で す 。

　 平 均 値 　  デ ー タ の 値 の 合 計 ÷ デ ー タ の 個 数

　 中 央 値 　  デ ー タ を 値 の 大 き さ の 順 に 並 べ た と き の

中 央 の 値

　 最 頻 値 　  デ ー タ に 最 も 多 く 現 れ て い る 値

　 今 回 の デ ー タ で は そ れ ぞ れ 次 の よ う に な り ま す 。

教 科 平 均 値 中 央 値 最 頻 値

数 学 7 4. 7 6 9. 5 5 8

英 語 7 2. 6 7 3. 5 7 0

 単 位 ： 点

算 数 ・ 数 学 科 で 学 ぶ 統 計 分 野 の 内 容

数 研 出 版 数 学 編 集 部
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注 意  単 一 の 値 で あ る 代 表 値 だ け で デ ー タ の 様 子

（ 分 布 と も い い ま す ） を 捉 え る の に は 限 界 が あ り ま す 。

例 え ば 「 ク ラ ス 全 体 で 数 学 と 英 語 ど ち ら の 点 数 が 高

い か 」 を 考 察 す る 際 ， 平 均 値 は 数 学 の 方 が ， 中 央 値 ・

最 頻 値 は 英 語 の 方 が 高 く ， 判 断 が 難 し い で す 。

　 デ ー タ の 分 布 を 正 し く 捉 え る に は ， 代 表 値 だ け で

な く 次 の ヒ ス ト グ ラ ム や 箱 ひ げ 図 も 合 わ せ て 考 察 す

る こ と が 大 切 に な り ま す 。

3  ．  2  ． ヒ ス ト グ ラ ム

　 ヒ ス ト グ ラ ム は ， デ ー タ の 値 を い く つ か の 区 間 に

分 け て 整 理 し ， 柱 状 の グ ラ フ で 表 し た も の で す （ こ

の 区 間 を 階 級 と い い ま す ） 。

　 今 回 の デ ー タ で ， 0 ～ 1 0 0 を 5 点 ず つ の 階 級 に 分

け て 作 っ た ヒ ス ト グ ラ ム は 次 の よ う に な り ま す 。

　 ヒ ス ト グ ラ ム か ら ， 数 学 は 点 数 の 高 い 生 徒 と 低 い

生 徒 に 分 か れ て い る こ と ， 英 語 は 多 く の 生 徒 が 7 0

～ 8 0 点 前 後 で あ る こ と が わ か り ま す 。 こ の よ う な

情 報 は 代 表 値 か ら だ け で は 得 ら れ な い の で ， ヒ ス ト

グ ラ ム を 用 い て 確 認 す る こ と の 重 要 性 が わ か り ま す 。

補 足  数 学 の よ う に 山 が 複 数 あ る デ ー タ を 「 多 峰 性 」

の デ ー タ ， 英 語 の よ う に 山 が 一 つ の デ ー タ を 「 単 峰

性 」 の デ ー タ と い い ま す 。

3  ．  3  ． 四 分 位 数 ・ 箱 ひ げ 図

　 四 分 位 数 は デ ー タ を 値 の 大 き さ の 順 番 に 並 べ た と

き に 4 等 分 す る 位 置 に く る 三 つ の 値 （ 真 ん 中 の 四 分

位 数 は 中 央 値 に 一 致 し ま す ） で あ り ， 箱 ひ げ 図 は 四

分 位 数 と 最 大 値 ・ 最 小 値 を 用 い て デ ー タ の 分 布 を 表

現 す る グ ラ フ で す 。

　 今 回 の デ ー タ で は ， そ れ ぞ れ 次 の よ う に な り ま す 。

教 科 最 小 値 四 分 位 数 最 大 値

数 学 5 3 5 8 6 9. 5 9 1 1 0 0

英 語 4 0 6 8 7 3. 5 8 0 9 1

 単 位 ： 点

　 箱 ひ げ 図 は デ ー タ の 中 央 の 5 0 ％ が 入 る 範 囲 を 箱 で ，

そ の 外 側 の デ ー タ の 範 囲 を ひ げ で 表 し ま す 。 ま た ，

箱 ひ げ 図 で は 分 布 の 中 央 か ら 大 き く 外 れ た 値 （ 外 れ

値 ） を 除 い て か く こ と が 多 い で す 。 外 れ 値 は 四 分 位

数 か ら の 離 れ 具 合 で 決 め ま す 。 上 の 図 で は 英 語 の 外

れ 値 の デ ー タ 三 つ を 〇 で 表 し ， そ れ ら を 除 い た デ ー

タ で 箱 ひ げ 図 を か い て い ま す 。 こ の よ う に ， 箱 ひ げ

図 は 中 央 の デ ー タ の 分 布 を 把 握 す る こ と を 主 な 目 的

と し ， 外 れ 値 な ど 中 央 か ら 離 れ た デ ー タ の 影 響 を 必

要 以 上 に 受 け な い 表 現 方 法 で あ る と い え ま す 。

3  ．  4  ． 分 散 ・ 標 準 偏 差

　 分 散 ・ 標 準 偏 差 は ， 平 均 値 を 中 心 と し た デ ー タ の

散 ら ば り の 程 度 を 表 す 値 で す 。

　 分 散 　 （ デ ー タ の 値 － 平 均 値 ）
2
の 和 ÷ デ ー タ の 個 数

　 標 準 偏 差 　 ｜ 分 散 （ 分 散 の 正 の 平 方 根 ）

　 分 散 ・ 標 準 偏 差 で は ， 各 デ ー タ と 平 均 値 と の 差 を

用 い て 平 均 値 か ら の 散 ら ば り の 程 度 を 表 現 し ま す 。

2 乗 す る こ と で ， 正 の 方 向 へ の 散 ら ば り と 負 の 方 向

へ の 散 ら ば り を 区 別 せ ず に 扱 う こ と が で き ま す 。

　 今 回 の デ ー タ に お け

る 分 散 ・ 標 準 偏 差 は 右

の よ う に な り ま す 。

　 こ れ ら の 値 を も と に

す る と ， 数 学 の 方 が 平 均 値 か ら の 散 ら ば り の 程 度 が

大 き い と 捉 え ら れ ま す 。

補 足  分 散 は 求 め る 際 に 2 乗 す る た め ， 全 体 的 な 値

の 大 き さ は 元 の デ ー タ と 大 き く 異 な っ て し ま う 場 合

が 多 い で す （ 単 位 が 「 点
2
」 に な っ て し ま う イ メ ー ジ ） 。

一 方 で 標 準 偏 差 は 分 散 の 平 方 根 を と る た め ， 全 体 的

な 値 の 大 き さ は 元 の デ ー タ と 同 程 度 に 戻 り ま す 。

3  ．  5  ． 散 布 図 ・ 相 関 係 数

　 散 布 図 は ， 二 つ の 変 量 の 関 係 を 見 や す く 表 現 し た

グ ラ フ で す 。

1 0  （ N o. 8 2 ） 統 計 特 集

教 科 分 散 標 準 偏 差

数 学 2 8 5. 2 1 6. 9

英 語 1 5 9. 0 1 2. 6

点

箱ひ げ

外 れ 値

点 点4 0 6 0 8 0 1 0 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0



　 右 の 散 布 図 は ， 今 回 の

デ ー タ で 各 生 徒 の 数 学 と

英 語 の 点 数 を 点 （ ド ッ ト ）

で 表 し た も の で す 。 数 学

の 点 数 が 高 い と 英 語 の 点

数 も 高 い 生 徒 が 多 い 傾 向

が 読 み 取 れ ま す 。 散 布 図

は 二 つ の 変 量 の 関 係 を 読 み 取 る 際 に 有 効 で す 。

　 ま た ， 一 方 が 増 え る と 他 方 も 増 え る 傾 向 の こ と を

正 の 相 関 関 係 ， 逆 に 他 方 が 減 る 傾 向 の こ と を 負 の 相

関 関 係 と い い ま す 。 相 関 関 係 の 強 さ の 程 度 を 数 値 で

表 す の が 相 関 係 数 で す （ 具 体 的 な 計 算 式 は 省 略 ） 。

　 相 関 係 数 に は ， 次 の よ う な 性 質 が あ り ま す 。

・ － 1 か ら 1 の 間 の 値 を と る 。

・ 1 に 近 い こ と は 正 の 相 関 関 係 が 強 い 目 安 に な る 。

・ － 1 に 近 い こ と は 負 の 相 関 関 係 が 強 い 目 安 に な る 。

　 今 回 の デ ー タ で は 数 学 の 点 数 と 英 語 の 点 数 の 相 関

係 数 は 約 0. 6 2 と な り ， 散 布 図 の 様 子 と 同 様 に 比 較 的

強 い 正 の 相 関 関 係 が あ る こ と を 表 し て い ま す 。

3 ． 6 ． 標 本 調 査 ・ 標 本 平 均 と 母 平 均 の 関 係 ・ 区 間 推 定

　 こ こ か ら は 推 測 統 計 の 内 容 を 取 り 上 げ ま す 。

　 統 計 的 な 調 査 に は ， 調 べ た い 対 象 全 体 の デ ー タ を

集 め る 全 数 調 査 と ， 一 部 を 抜 き 出 し て 調 べ て そ の 結

果 か ら 全 体 の 状 況 を 推 測 す る 標 本 調 査 が あ り ま す 。

コ ス ト ・ 時 間 な ど の 制 約 か ら ， 多 く の 統 計 的 な 調 査

は 標 本 調 査 で 行 わ れ て い ま す 。

　 標 本 調 査 で は ， 調 べ た い 対 象 全 体 の 集 合 を 母 集 団

と い い ， 抜 き 出 さ れ た 要 素 の 集 合 を 標 本 と い い ま す 。

　 例 え ば 興 味 の あ る デ ー タ に つ い て ， 母 集 団 全 体 の

平 均 値 （ 母 平 均 ） を 調 べ た い と し ま す 。 こ の と き 全 数

調 査 を 行 え な い 場 合 に は ， 標 本 の 平 均 値 （ 標 本 平 均 ）

か ら 母 平 均 を 推 定 す る ， と い う こ と を 行 い ま す 。 標

本 平 均 は あ く ま で 抜 き 出 さ れ た 要 素 を も と に し た 値

で あ り ， 母 平 均 と は 異 な る 値 で す 。 し か し ， 要 素 を

ラ ン ダ ム に 抜 き 出 し ， か つ 抜 き 出 す 要 素 の 数 を あ る

程 度 大 き く す れ ば ， 標 本 平 均 は 母 平 均 に 近 づ い て い

く 性 質 が あ る こ と が 統 計 学 的 に 示 さ れ て い ま す 。

　 こ の よ う に ， 適 切 な 標 本 で あ れ ば 精 度 よ く 母 平 均

を 推 定 す る こ と が で き ま す 。

　 な お ， 標 本 平 均 な ど を も と に ， 母 平 均 の 値 で は な

く そ の 値 の 範 囲 を 推 定 す る こ と も あ り ま す 。 こ れ は

区 間 推 定 と よ ば れ ， 標 本 平 均 が 母 平 均 の 推 定 値 と し

て ど の 程 度 の 精 度 を も つ か の 目 安 に な り ま す 。

補 足  標 本 調 査 の 重 要 な 点 の 一 つ が 要 素 の 選 び 方 で

す 。 偏 り な く ， 母 集 団 の 特 徴 を き ち ん と 反 映 し た 標

本 に な る よ う に 要 素 の 選 び 方 を 検 討 す る 必 要 が あ り

ま す （ コ ス ト ・ 時 間 な ど と の バ ラ ン ス も 考 慮 し ま す ） 。

3  ．  7  ． 仮 説 検 定 の 考 え 方

　 仮 説 検 定 は ， 母 集 団 に 関 す る 仮 説 を 立 て ， 標 本 か

ら 得 ら れ た 結 果 を 用 い て 仮 説 が 正 し い か ど う か を 判

断 す る 方 法 で す 。

　 例 え ば ， 数 研 出 版 発 行 教 科 書 『 数 学 Ⅰ 』 で は ， 仮

説 検 定 の 考 え 方 と し て 次 の 内 容 が 扱 わ れ て い ま す 。

・ ボ ー ル ペ ン を 製 造 す る 会 社 が ， 旧 製 品 A を 改 良

し た 新 製 品 B を 開 発 し た 。

・ 3 0 人 の 消 費 者 を 選 び ， A,   B の ど ち ら が 書 き や す

い か を 選 ん で 回 答 し て も ら う と ， 2 1 人 が 新 製 品 B

の 方 が 書 き や す い と 回 答 し た 。

・ こ の デ ー タ を も と に ， 消 費 者 全 体 に お い て ， B が

書 き や す い と 感 じ る 消 費 者 が 多 い か を 判 断 す る 。

　 3 0 人 中 2 1 人 と い う 結 果 は B を 書 き や す い と 感 じ

る 消 費 者 が 多 そ う に 感 じ ま す が ， 本 当 は A,   B に 差

が な い の に 今 回 選 ば れ た 3 0 人 が た ま た ま B を 好 ん

だ だ け か も し れ ま せ ん 。 仮 説 検 定 で は ， 結 果 が た ま

た ま な の か ， そ れ と も 本 当 に A,   B に 差 が あ る の か

を 統 計 学 的 に 判 断 し ま す 。 手 法 の 詳 細 は 省 略 し ま す

が ， 仮 説 検 定 は マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 の 策 定 や 医 薬 品

の 臨 床 試 験 な ど で も 使 用 さ れ る ， 重 要 な 統 計 的 手 法

で す 。 興 味 の あ る 方 は ， 『 数 学 Ⅰ 』 『 数 学 B 』 の 教 科

書 や 一 般 的 な 統 計 の 解 説 書 籍 を ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。

4  ． ま と め

　 本 稿 で は ， 小 学 校 ～ 高 等 学 校 の 算 数 ・ 数 学 科 で 学

習 す る 統 計 分 野 の 内 容 に つ い て 解 説 し ま し た 。

　 特 に 3 ． で ピ ッ ク ア ッ プ し た 内 容 は 数 学 Ⅰ ま で に

学 習 す る 内 容 で ， 数 学 Ⅰ は 必 修 科 目 で あ る た め ， 基

本 的 に は す べ て の 高 校 生 が 学 習 し ま す 。 本 稿 が ， 公

民 科 ・ 地 理 歴 史 科 で の 学 習 内 容 の 検 討 や ， 数 学 と の

教 科 横 断 学 習 の 検 討 な ど の 一 助 に な れ ば 幸 い で す 。

【 参 考 文 献 】 『 数 学 Ⅰ 』 数 研 出 版

1 1 （ N o. 8 2 ）統 計 特 集

数 研 出 版 の 数 学 で は ， デ ー タ か ら 色 々 な 統 計 グ ラ フ を 簡

単 に 作 成 で き る 「 統 計 ツ ー ル 」 を ご 用 意 し て

い ま す 。 右 の 二 次 元 コ ー ド か ら ， 本 稿 の デ ー

タ を 用 い た 体 験 版 に ア ク セ ス い た だ け ま す 。
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